
岡山の後楽園、津山の衆楽園と並ぶ大名庭園 

近水園 

指定区分 県指定名勝

読みかた おみずえん

所在地 岡山市北区足守

指定年月日 昭和34年3月27日

解説

足守藩主木下家の大名庭園として造られ
た。御殿山（宮路山)を背景にし、小堀遠州
流の園池を中心とした池泉回遊式（ちせん
かいゆうしき）の築庭方式をとっている。吟
風閣（ぎんぷうかく）は庭園の重要な位置
にあり、ここからみわたす庭の眺めは格別
美しい。 その他、木下利玄（きのしたりげ
ん）歌碑、僧寂厳（しゃくごん）の碑、マリア
灯籠などがあり、風雅な趣が感じられる。
さらに桜、紅葉、そして牡丹と、四季折々
の景色、風情が楽しめる。

アクセス方法
中鉄バス：JR足守駅から「大井方面」行
「中之町」下車徒歩5分

公開状況
公開：9:30～16:30 / 休館：月曜日(休日の
ときはその翌日)・祝日の翌日・年末年始 /
無料 / 問：086-295-0981

設備

備考

隣接した岡山市立歴史資料館足守文庫に
は、足守藩主木下家と旧足守藩内に関係
する古文書類や遺品などを中心とした歴
史資料を収蔵しています。 また、木下家と
関係の深い豊臣家ゆかりの品々もありま
す。 【足守文庫】事前連絡必要 / 問：086-
295-0981



していくぶん
（指定区分）

県指定名勝

ぶんかざいめい
（文化財名）

近水園

よみかた おみずえん

しょざいち
（所在地）

岡山市北区足守

していしたひ
（指定した日）

昭和34年3月27日

せつめい

江戸時代（えどじだい）の大名庭園（だい
みょうていえん）として足守藩（あしもりは
ん）の殿様（とのさま）である木下家（きのし
たけ）が造（つく）りました。宮路山（みやじ
やま）が背景（はいけい）となり、吟風閣（ぎ
んぷうかく）という建物やそのまわりをめぐ
る池や木々などとても美（うつく）しい眺（な
が）めになっています。

きっずページ


